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登録番号 時間 演題

1032 Ｏ1-1
深部静脈血栓塞栓症予防用弾性ストッキングによる医療関連機器
圧迫創傷発生の要因分析

1020 Ｏ1-2
術中の体位における褥瘡発生予防の取り組み ～腹腔鏡下肝臓手
術の半側臥位～

1030 Ｏ1-3 自動心臓マッサージシステムによる医療関連機器圧迫創傷の3例

1028 Ｏ1-4
レーザー皮膚血流計を用いた体圧と皮膚毛細血管血流速度の相関
についての検討

1002 Ｏ1-5
市販の滅菌済み微粘着シリコーンガーゼの経済効果と臨床的有用
性

1009 Ｏ1-6
非侵襲的陽圧換気(NPPV)により医療関連機器圧迫創傷(MDRPU)
が発生した症例 -看護師アンケートを用いた検討-

1005 Ｏ2-1
脊髄損傷患者の難治性仙骨部褥瘡に対してエタノール硬化療法と
シューレース法を併用し施行した症例

1023 Ｏ2-2 仙骨部褥瘡に対して穿通枝皮弁を行った7例についての検討

1033 Ｏ2-3 後腹膜膿瘍を合併した仙骨部褥瘡の治療経験

1001 Ｏ2-4 ベトナムにおける医療支援と褥瘡治療の現状について

1014 Ｏ2-5 血管外漏出に対する意識調査とその対策

1004 Ｏ2-6 腹腔鏡手術創に生じた壊疽性膿皮症の1例

1038 Ｏ3-1 皮膚灌流圧値にて評価し救肢しえた足部褥瘡の1例

1040 Ｏ3-2 褥瘡と認知症が並行した患者に対するチームアプローチ

1025 Ｏ3-3
二分脊椎症患者に生じた滑液包炎合併坐骨部褥瘡に対するケアの
検討

1007 Ｏ3-4
当科における間欠的灌流治療併用陰圧閉鎖療法 (NPWTi-d)の治
療経験

1012 Ｏ3-5 靴による除圧・免荷により治癒にいたった足底褥瘡の一例

1008 Ｏ3-6
食事時ギャッジアップ時の完全除圧が奏功し治癒した仙骨部褥瘡
患者の一例

1011 Ｏ3-7
当院におけるシーティングへの取り組み　～スタッフの意識向上を
目指して～

10：05～10：53

10：55～11：43

13：30～14：26

一般演題1

一般演題2

一般演題3
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一般演題採択一覧

このたびは、一般演題のご応募をいただきありがとうございました。すべての演題が採択されました。
今回、ポスター発表はございません。すべて口演での発表となりますことご了承ください。
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1031 Ｏ4-1 創傷治癒環境を整える褥瘡対策チームの役割

1019 Ｏ4-2 リンクナースの役割を自ら認識するため取り組んだこと

1021 Ｏ4-3 地域における褥瘡対策の現状把握

1018 Ｏ4-4 褥瘡研修会の開催前後における当院持ち込み褥瘡患者率の推移

1015 Ｏ4-5
弾性ストッキング・間欠的空気圧迫装置の医療関連機器圧迫創傷
（MDRPU）に関する看護師の意識変化

1006 Ｏ4-6
在宅や施設で難渋する褥瘡治療の環境調整～地域と大学病院との
連携を考える～

1034 Ｏ4-7 当院の在宅医療での褥瘡治療報告

1010 Ｏ5-1
高齢者におけるスキンテアに対する取り組み ~看護師の意識調査
を行って~

1022 Ｏ5-2 スキン-テア対策への取組み　～守りたい、まもり隊、まもり帯～

1003 Ｏ5-3
気管内チューブ固定テープにおけるスキン‐テアの低減に向けた取
り組み

1024 Ｏ5-4 小児心臓血管外科患者の褥瘡発生に関する危険因子の検討

1013 Ｏ5-5 多職種協働による褥瘡対策～透析患者～

1026 Ｏ5-6 褥瘡ケア教育の工夫　～日常生活援助の視点でのアプローチ～

1039 Ｏ5-7 当院における皮膚トラブル予防カードに対する取り組み

1027 Ｏ6-1
栄養管理の質の向上を目指した多職種との関わり～食事ラウンド
から見えてきた課題～

1037 Ｏ6-2 NST介入を行った褥瘡症例の検討

1017 Ｏ6-3
最善のリハビリテーションプログラムに繋げる　～大転子部褥瘡に
対するアプローチ～

1035 Ｏ6-4
地域包括ケア病棟における褥瘡の現状と今後の対策　～発生率ゼ
ロを目指して～

1029 Ｏ6-5
理学療法士の褥瘡回診での取り組みについて　～踵部の褥瘡に着
目して～

1016 Ｏ6-6
褥瘡治療による長期入院患者に対するリハビリ介入時の問題点と
課題

一般演題6

15：50～16：46

10：30～11：26

13：30～14：18

一般演題4

一般演題5
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